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脳情報の可視化と制御による
活力溢れる生活の実現

～進捗報告～

第10回革新的研究開発推進プログラム有識者会議（5月28日） プレゼン資料



世界に先駆けた脳情報産業の創造

世界で進む医療分野を中心とした脳科学研究

脳をシミュレートし、創薬へ。
2012年～10年約1460億円。

脳神経回路の根本研究。
2013年～初年度約100億円。

EUの取組 米国の取組

日本の脳情報研究と
ロボット研究は世界トップ
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デコーディング ロボティクス

多くの社会課題が
脳と心の問題に帰属

認知機能の低下

社会的ストレス増加

言葉が独り歩き

高齢化

サービス化

情報化

ニューロフィードバック

プログラム概要

脳情報を用いた
民生応用のモデルケース

の公開

国際競争力を持った
民生応用のエコシステム

の形成
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【達成目標】脳情報ならではの９のモデルケースのプロトタイプ発表

おもてなし等の
プロの脳を共有

記憶力・注意力
の維持・増進

健康
サービス

教育
サービス

情報
サービス

脳の多様な健康
状態の把握

３つの
サービス領域

脳ロボ
ティクス

携帯型
ＢＭＩ

脳ビッグ
データ

３つの
技術領域

言葉を超えた
多様な情報表現

創造力や革新性
の獲得

感情や共感性
のトレーニング

脳を進化させる
拡張身体

学習を促進する
ロボティクス

脳と身体の健康
生活サポート

協働と競争 開かれた場
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¥¥

【情報】
高密度計測
（山下Ｇ）

【教育】
時空間解析
（須山Ｇ）

【健康】
機械学習推定
（今水Ｇ）

fMRI

推定 NIRS

ＭＲＩ

ＮＩＲＳ

ＥＥＧ 簡易ＥＥＧ

脳
情
報
量
＝
Ｌ
Ｏ
Ｇ
（
空
間
・
時
間
解
像
度
・
脳
深
部
同
定
率
）

簡易脳計測＝ＬＯＧ（軽量性・コスト・実空間性）

携帯型ＢＭＩ領域の技術目標と進捗状況

小型高性能の携帯型ＢＭＩの実現 ニューロフィードバックの実装

ひらめき
認知機能認知機能

ストレス
対象
となる
脳機能
の決定

対象脳機能
と脳活動
パターン
の同定

携帯型
ＢＭＩの
実装

ニューロ
フィード
バック
の導入

課題１

課題２

課題３

今水 須山 山下

行動に
表れる
認知機能
のMRIに
よる推定

ス
ト
レ
ス
の
可
視
化
に
よ
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

同時
計測
による
NIRS
から
MRI
推定
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脳ロボティクス及び脳ビッグデータ領域の取り組み状況

【可視化性能】

脳情報ならではのポジショニングと可視化と制御の性能評価を通じたＰＤＣＡサイクルの高速化

プロトタイプ

多カテゴリー・推定

可視化対象と
解析手法の選定

プロトタイプ

遅延時間・正確性

制御対象と
制御手法の選定

【制御性能】
課題

情報教育

健康医療

エンハンスメント目的

ケア目的

手法の一貫性 手法の多様性

脳
エデュケーション
（原G）

脳サーチエンジン
（神谷G）

脳
アンチエイジング
（金井G）

運動対話
活性化ロボット
（山本G）

情動制御
ロボティクス
（住岡G） アンドロイド

フィードバック
（西尾G）

脳卒中
診断

精神疾患
ニューロ
フィードバック

知性推定

マルチタスクＢＭＩ

課題２課題２

課題１課題１

課題２課題２

課題１課題１

形容詞の推定
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オープンな脳情報インフラ基盤

携帯型BMI
（ATR川人*）

脳ビッグデータ
（京大神谷*）

脳ロボティクス
（阪大石黒*）

＊領域の
統括技術
責任者

健康

教育

情報

脳情報マネジメント

脳アンチエイジング
アラヤ金井

脳サーチエンジン
京大・ATR神谷
東大原田

脳エデュケーション
京大原
京大辻本

時空間脳情報解析
ATR須山
ＮＴＴ武本
岐阜大松下

高密度脳情報計測
ATR山下
理研北城

機械学習脳情報推定
ATR今水
島津井上

運動対話活性化ロボット
NICT山本
阪大苧阪

アンドロイドフィードバック
ATR西尾

情動制御ロボティクス
ATR住岡
東大開

＊グループ責任者
（指定機関）
グループ責任者
（公募機関）

公募を踏まえた協働と競争の新研究開発体制案

ブレインアシスト
阪大前田

脳の健康プログラム
筑波大根本
中京大荒牧

汎用型脳計測応用
東大生田
生理研乾

サイエンティフィック
アドバイザー
理研甘利

ユースケース脳情報クラウド 脳ドッククラウドフィールド構築
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これまでの研究開発の常識 ImPACTでのチャレンジ

学術的発見が中心
（最近は社会展開も視野に入っているが、

知財の獲得が主要な目標。）

脳科学と実用の両輪
（科学的発見に基づくニューロベンチャー・新規事業の
開始を目標に、早期のプロトタイピングを重視。）

実績を持つ研究者
（確実な研究成果の達成が期待できる
同じサイエンスコミュニティーのメンバー）

挑戦する脳関連研究者
（困難な実用化に向けチャレンジ精神と意欲を持つ

脳関連の異分野・異業種メンバー）

目
標
設
定

メ
ン
バ
ー

研究を先導するリーダーシップ
（トップの研究者がマネジメントを兼任し、

あくまでも研究が主眼。）

脳科学と産業の橋渡しの仕組み化
（トップダウンではなく競争しつつも協働を促す、
持続可能なエコシステム組織作りが主眼。）

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ビジネスができるか？

二兎追うものは。。。

サイエンスを軽視？

PM活動のチャレンジと苦労

⇒技術的なイノベーションと並行して、マネジメント上のイノベーションも推進
・チャレンジカップ実施による脳情報活用のすそ野拡大
・新たな標準化団体（B3C）による脳情報の民生応用の国際展開


